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開発したルーブリックを活用した学習評価
～人とロボットと情報の技術を融合させた「人を笑顔にする製品モデル」～

茨城県桜川市立岩瀬西中学校
藤井貴広



本日の話の流れ

授業内容の紹介

開発したワークシート

学習評価！
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授業内容の紹介1

3

筋肉の動きを計測

LEDやサーボモータ
を制御

小祝達朗・佐々木忠之・川路智治：マッスルセンサを用いた技術科における情報学習の検討，(一社)日本産業技術教育学会第66回全国大会(鹿児島)講演要旨集，p.65
(2023)

川路智治・小祝達朗・落合淳平・加藤佳昭・滝本穣治・藤井貴広・三浦寿史：技術科におけるサイバニクス技術に関する教育内容の分析，日本産業技術教育学会
誌，第65巻，第3号，pp.181-188 (2023)

川路らは、全国の中学生を対象にロボットスーツの
装着体験を実施。サイバニクス技術が技術分野で扱
えるかを検証し、明らかにした。

小祝らは、中学校の教員が準備可能であり、
筋電センサを筋肉に装着し、人とマイコン
ボードを繋げるマッスルセンサ教材を製作
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マッスルセンサ教材を使って、生徒たちが
人を笑顔にする未来の製品モデルをつくるこ
とができるのではないか。

内容：情報の技術(3)で扱った
対象学年：2年生80名（令和6年度）3〜4人のグループ活動(計21班)
教材：マッスルセンサ教材、ブロック型教材、3Dプリンタ など

授業内容の紹介2
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• 腰を痛めやすい高齢者を対象
• 筋電センサをふくらはぎの筋
肉(前脛骨筋)に装着

• 椅子に座るときに、腰を痛め
ないように座面を上げる製品
モデル

モータを固定する
ための部品

椅子の座面

現場の先生より提供
を受けたパーツ

授業内容の紹介3
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（3）イ 問題を見いだして課題を設定し、入出力されるデータの流れを元に計
測・制御システムを構想して情報処理の手順を具体化するとともに、制作
の過程や結果の評価、改善及び修正について考えること。

文部科学省：中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 技術・家庭編，開隆堂出版，pp.56-57 (2018)

1. 生活や社会の中から処理の自動化、システム化、情報セキュリ
ティ等に関わる問題を見いだして課題を設定する力

2. 課題の解決策を、条件を踏まえて構想し、課題の解決策の全体構
成やアルゴリズム、データの流れを図に表す力

3. 試行・試作等を通じて解決策を具体化する力
4. 設計に基づく合理的な解決作業について考える力
5. 課題の解決結果や解決過程を評価、改善及び修正する力 など

思考力・判断力・表現力等を目指す資質・能力
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1. 生活や社会の中から処理の自動化、システム化、情報セキュリ
ティ等に関わる①問題を見いだして②課題を設定する力

2. 課題の解決策を、③条件を踏まえて構想し、課題の解決策の④全
体構成や⑤アルゴリズム、データの流れを図に表す力

3. 試行・試作等を通じて解決策を具体化する力
4. 設計に基づく⑥合理的な解決作業について考える力
5. 課題の解決結果や⑦解決過程を評価、改善及び修正する力 など

文部科学省：中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 技術・家庭編，開隆堂出版，pp.56-57 (2018)

（3）イ 問題を見いだして課題を設定し、入出力されるデータの流れを元に計
測・制御システムを構想して情報処理の手順を具体化するとともに、制作
の過程や結果の評価、改善及び修正について考えること。

思考力・判断力・表現力等を目指す資質・能力
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①問題を見いだす力

②課題を設定する力

③課題の解決策を条件を踏まえて構想する力

④課題の解決策の全体構成を図に表す力

⑤課題の解決策のアルゴリズム
やデータの流れを図に表す力

⑥設計に基づく合理的な解決作業につ
いて考える力

⑦課題の解決過程を評価、改善及び修
正する力



評価する方法は？
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知識はペーパーテ
ストで見取ること
ができるけれど、

思考力・判断力・表現力
等をどのように評価すれ
ば良いだろうか

先生も生徒も同じ指標で評価
する方法はないかな

ルーブリックを作ろう



11

情報の技術(3)技術による問題の解決の資質・能力に関わるルーブリック

No. 育成を目指す資質・能力 レベル3（十分達成された状態） レベル2（達成された状態） レベル1（未達成の状態）

1
生活や社会の中から処理の自動化，
システム化，情報セキュリティ等に
関わる問題を見いだす力

生活や社会の中から問題を見いだし，問
題が発生している場面と使用者の願いを
理解できた。

生活や社会の中から問題を見いだすこと
ができた。

生活や社会の中から問題を見いだすこと
ができていない。

2 課題を設定する力
使用者が求める機能を検討し，技術に
よって解決できる課題を設定することが
できた。

使用者が求める機能を検討することがで
きた。

使用者が求める機能を検討することがで
きていない。

3 課題の解決策を，条件を踏まえて構
想する力

使用場面に適したセンサや機能を実現す
るアクチュエータを決定することができ
た。

使用場面に適したセンサや機能を実現す
るアクチュエータを検討することができ
た。

使用場面に適したセンサや機能を実現す
るアクチュエータを検討することができ
ていない。

4 課題の解決策の全体構成を図に表す
力

課題を解決する製品を構想図に表すこと
ができた。

課題を解決する製品を構想図に表すこと
ができたが，修正が必要である。

課題を解決する製品を構想図に表すこと
ができていない。

5 アルゴリズム、データの流れを図に
表す力

センサやアクチュエータを用いた情報処
理の手順について，正確なアクティビ
ティ図に表すことができた。

センサやアクチュエータを用いた情報処
理の手順について，アクティビティ図に
表すことができたが，修正が必要である。

センサやアクチュエータを用いた情報処
理の手順について，アクティビティ図に
表すことができていない。

6 設計に基づく合理的な解決作業につ
いて考える力

グループで担当の割り振りや作業計画を
立てることができた。

グループで担当の割り振りや作業計画を
検討することができた。

グループで担当の割り振りや作業計画を
検討することができていない。

7 試行・試作を通じた制作によって解
決策を具体化する力(プログラム)

アクティビティ図にしたがってプログラ
ムを制作することができた。

アクティビティ図にしたがってプログラ
ムを制作することができたが，修正が必
要である。

アクティビティ図にしたがってプログラ
ムを制作することができていない。

8 試行・試作を通じた制作によって解
決策を具体化する力(全体構成)

構想図をもとに製品を製作することがで
きた。

構想図をもとに製品を製作することがで
きたが，修正が必要である。

構想図をもとに製品を製作することがで
きていない。

9 課題の解決過程を評価、改善及び修
正する力

作業の過程を振り返り，作業計画の改善
や修正することができた。

作業の過程を振り返り，作業計画の改善
や修正を検討することができた。

作業の過程を振り返り，作業計画の改善
や修正を検討することができていない。

10 課題の解決結果を評価、改善及び修
正する力

製作物を評価し，製作物の改善や修正を
することができた。

製作物を評価し，製作物の改善や修正を
検討することができた。

製作物を評価し，製作物の改善や修正を
検討することができていない。

藤井貴広・小祝達朗・川路智治：マッスルセンサ教材を用いた問題解決学習を評価するためのルーブリックの開発とその検証，日本産業技術教育学会第68回
全国大会(奈良)講演要旨集 (2025) (印刷中)



ルーブリックの活用方法
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No 育成を目指す
資質・能力

レベル3
（十分達成された状態）

レベル2
（達成された状態）

レベル1
（未達成の状態）

4
課題の解決策の
全体構成を図に
表す力

課題を解決する製品を構想図
に表すことができた。

課題を解決する製品を構想図
に表すことができたが，修正
が必要である。

課題を解決する製品を構想図
に表すことができていない。

製品の具体が表せている 完成した製品モデル

制作したプログラム
藤井貴広・小祝達朗・川路智治：マッスルセンサ教材を用いた問題解決学習を評価するためのルーブリックの開発とその検証，日本産業技術教育学会第68回
全国大会(奈良)講演要旨集 (2025) (印刷中)



ルーブリックの活用方法
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No 育成を目指す
資質・能力

レベル3
（十分達成された状態）

レベル2
（達成された状態）

レベル1
（未達成の状態）

4
課題の解決策の
全体構成を図に
表す力

課題を解決する製品を構想図
に表すことができた。

課題を解決する製品を構想図
に表すことができたが，修正
が必要である。

課題を解決する製品を構想図
に表すことができていない。

構想図を表せているが、製
品の具体がかかれていない

完成した製品モデル

制作したプログラム

藤井貴広・小祝達朗・川路智治：マッスルセンサ教材を用いた問題解決学習を評価するためのルーブリックの開発とその検証，日本産業技術教育学会第68回
全国大会(奈良)講演要旨集 (2025) (印刷中)
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情報の技術(3)技術による問題の解決の資質・能力に関わるルーブリック

No. 育成を目指す資質・能力 レベル3（十分達成された状態） レベル2（達成された状態） レベル1（未達成の状態）

1
生活や社会の中から処理の自動化，
システム化，情報セキュリティ等に
関わる問題を見いだす力

生活や社会の中から問題を見いだし，問
題が発生している場面と使用者の願いを
理解できた。

生活や社会の中から問題を見いだすこと
ができた。

生活や社会の中から問題を見いだすこと
ができていない。

2 課題を設定する力
使用者が求める機能を検討し，技術に
よって解決できる課題を設定することが
できた。

使用者が求める機能を検討することがで
きた。

使用者が求める機能を検討することがで
きていない。

3 課題の解決策を，条件を踏まえて構
想する力

使用場面に適したセンサや機能を実現す
るアクチュエータを決定することができ
た。

使用場面に適したセンサや機能を実現す
るアクチュエータを検討することができ
た。

使用場面に適したセンサや機能を実現す
るアクチュエータを検討することができ
ていない。

4 課題の解決策の全体構成を図に表す
力

課題を解決する製品を構想図に表すこと
ができた。

課題を解決する製品を構想図に表すこと
ができたが，修正が必要である。

課題を解決する製品を構想図に表すこと
ができていない。

5 アルゴリズム、データの流れを図に
表す力

センサやアクチュエータを用いた情報処
理の手順について，正確なアクティビ
ティ図に表すことができた。

センサやアクチュエータを用いた情報処
理の手順について，アクティビティ図に
表すことができたが，修正が必要である。

センサやアクチュエータを用いた情報処
理の手順について，アクティビティ図に
表すことができていない。

6 設計に基づく合理的な解決作業につ
いて考える力

グループで担当の割り振りや作業計画を
立てることができた。

グループで担当の割り振りや作業計画を
検討することができた。

グループで担当の割り振りや作業計画を
検討することができていない。

7 試行・試作を通じた制作によって解
決策を具体化する力(プログラム)

アクティビティ図にしたがってプログラ
ムを制作することができた。

アクティビティ図にしたがってプログラ
ムを制作することができたが，修正が必
要である。

アクティビティ図にしたがってプログラ
ムを制作することができていない。

8 試行・試作を通じた制作によって解
決策を具体化する力(全体構成)

構想図をもとに製品を製作することがで
きた。

構想図をもとに製品を製作することがで
きたが，修正が必要である。

構想図をもとに製品を製作することがで
きていない。

9 課題の解決過程を評価、改善及び修
正する力

作業の過程を振り返り，作業計画の改善
や修正することができた。

作業の過程を振り返り，作業計画の改善
や修正を検討することができた。

作業の過程を振り返り，作業計画の改善
や修正を検討することができていない。

10 課題の解決結果を評価、改善及び修
正する力

製作物を評価し，製作物の改善や修正を
することができた。

製作物を評価し，製作物の改善や修正を
検討することができた。

製作物を評価し，製作物の改善や修正を
検討することができていない。

全班がレベル3！

12班がレベル3！
9班

19班
20班
17班
3班

評価をしていない

7班がレベル2 2班がレベル1
10班 2班
2班
1班
4班
8班 10班

藤井貴広・小祝達朗・川路智治：マッスルセンサ教材を用いた問題解決学習を評価するためのルーブリックの開発とその検証，日本産業技術教育学会第68回
全国大会(奈良)講演要旨集 (2025) (印刷中)
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